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自主的帰国支援
（日本）

社会復帰支援
（出身国）

 調整・照会
 面接・自主性の確認
 安全面の確保
 出身国への照会
 帰国手配
 出発前のブリーフィング
 本国への移送
 空港での出国アシスト
 未成年及び医療等の

ハイリスクケースの同行サ
ービス

受け入れ準備
安全の確保
到着時のアシスト
避難所の提供
最終目的地までのアシスト
医療・精神ケアの提供
法律相談
経済支援
支援団体の訓練
フォローアップ
モニタリングと評価

情報共有



★帰国・社会復帰準備

IOM
地域事務所

★社会復帰プロセス
（リハビリ、 職業訓練、
就学、起業等)

IOM
駐日事務所

地元
コミュニティ日本政府

被害者保護国
（日本）

★合法的出国

★相互協力

★密な連絡・調整

◎カウンセリング
◎面接の実施
◎出国に必要な
手続きのアレンジ

（ビザ、航空券等）

◎被害者受け入れ
◎社会復帰支援
（医療支援、職業訓練、
カウンセリング等）

入管、警察、
婦人相談所、
大使館 NGO等

★社会統合・復帰

地元当局
NGO

★相互協力

空港
被害者本国

帰国・社会復帰支援の流れ


	(表紙)資料6　外務省補足説明資料
	（参考資料）ＩＯＭの人身取引被害者帰国・社会復帰支援事業
	スライド番号 1
	スライド番号 2


